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平
成
二
十
七
年
度
は
、
四
月
の
介
護
保
険
改
正
に
よ
る

各
事
業
所
の
介
護
報
酬
の
減
算
が
運
営
に
響
き
、
利
用

者
に
と
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
負
担
増
と
な
り
ま
し

た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
基
準
が
、
原
則
要

介
護
３
以
上
の
方
が
対
象
と
な
っ
た
事
も
あ
り
、
事
業
所

と
し
て
も
苦
慮
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
が
七
月
一
日
に
開
設
一
周
年
を
迎

え
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
避
難
訓
練
の
実
施
、
児
童
ク
ラ

ブ
の
子
供
達
と
の
交
流
の
機
会
も
増
え
、
地
域
密
着
を
よ

り
深
め
た
一
年
で
し
た
。
ま
た
、
全
職
員
を
対
象
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
、
救
命
講
習
を
行
い
、
専
門
性
を
高

め
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
繋
が
る
よ
う
に
努
め
ま
し

た
。

  

そ
の
他
の
運
営
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◦
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
多
床
室
の
扉
設
置

（
11
部
屋
）
を
行
い
、
感
染
症
の
時
期
を
無
事
乗
り

越
え
ま
し
た
。
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
更
新
工
事
も
完
了

し
、
ご
利
用
者
が
安
全
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う

環
境
を
整
え
ま
し
た
。

◦
六
月
に
豪
雨
の
影
響
に
よ
る
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
が

増
し
た
た
め
、
福
祉
避
難
者
の
受
入
を
行
い
ま
し

た
。
最
近
で
は
熊
本
地
震
も
あ
り
、
災
害
へ
の
備
え

を
十
分
に
行
な
う
事
が
地
域
の
た
め
に
法
人
と
し
て

出
来
る
こ
と
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

◦
職
員
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

を
目
指
す
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
職
員
の
精

神
的
ケ
ア
の
た
め
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
も
施
行
し

ま
す
。

　
法
令
遵
守
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
職
員
に

周
知
し
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

◦
保
育
園
で
は
、
国
道
３
９
８
号
改
良
整
備
計
画
に
よ

る
園
庭
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
集
落
へ

の
出
前
「
い
き
い
き
交
流
」
な
ど
、
園
外
活
動
に
力

を
入
れ
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
供
達
の
す
こ
や
か
な

成
長
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
福
祉
の
拠
点
と

し
て
様
々
な
課
題
解
決
に
努
め
、
事
業
経
営
及
び
運
営
を

し
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
各
事
業
所
の
状
況
は
次
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

事
業
報
告

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
「
シ
ャ
イ
ン
ト
ピ
ア
み
な
せ
」

　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
介
護
の
知
識
・
実
践
技
術
等
の
研
修
を
強
化

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
利
用
者
さ
ん
ご
家
族
さ
ん
へ
の
満
足
度
調
査
を
継
続
し

て
実
施
し
、
頂
い
た
意
見
を
活
か
す
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
改
正
に
よ
り
、
特
養
入
所
の
対
象
者
が
原
則
要
介
護
３
以
上
と
な

り
、
理
由
に
よ
っ
て
は
特
例
入
所
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
要
介
護
２
以
下
の
方

の
入
所
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
入
所
を
希
望
す
る
ご
家
族
へ
の
説
明
と
理
解

を
得
る
事
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
退
所
者
が
17
名
と
例
年
よ
り
多
く
、
内
10
名
の
方
を
施
設
で
看

取
り
、
ご
家
族
の
意
向
や
嘱
託
医
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

利
用
状
況
は
、
３
月
末
現
在
５
７
名
で
し
た
。

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」　
　
　
　
　
　
　
　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
空
床
状
況
の
公
開
や
ケ
ア
マ
ネ
に
直
接
情
報
を
提
供
し
積

極
的
な
受
け
入
れ
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
特
養
の
入
院
者
や
退
所
者
が
多
か
っ

た
た
め
、
空
床
を
利
用
し
た
シ
ョ
ー
ト
の
受
入
に
よ
り
、
利
用
状
況
は
、
定
員

10
名
に
対
し
て
、
年
間
一
日
平
均
９
．
７
名
と
、
前
年
度
比
０
．
２
名
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

通
所
介
護
事
業
所
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
自
宅
で
安
心
し
て
生
活
や
介
護
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
や
家
族
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

　
通
年
の
営
業
を
行
い
、
営
業
時
間
外
の
延
長
利
用
や
農
繁
期
等
の
追
加
利
用

等
、
利
用
者
、
介
護
者
の
要
望
に
度
柔
軟
に
対
応
し
ま
し
た
。

　
感
染
症
予
防
と
し
て
、
寝
具
ク
リ
ー
ナ
ー
や
ス
チ
ー
ム
モ
ッ
プ
を
活
用
し
除

菌
対
策
を
行
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
疥
癬
等
の
発
生
の
拡
大
な
く
経
過
で
き

ま
し
た
。

　
利
用
状
況
は
、
定
員
25
名
に
対
し
て
一
日
平
均
15
・
１
名
で
す
。

高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス
「
シ
ル
バ
ー
ト
」

　
一
人
暮
ら
し
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
居
住
施
設
を
提
供
し
て
来
ま
し
た
。

　
入
居
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
後
期
高
齢
者
の
入
居
が
94
％
を
占
め
、
生
活
援

助
の
ヘ
ル
パ
ー
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
な
が

ら
入
居
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
ト
の
生
活
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
不

安
解
消
の
た
め
相
談
援
助
に
努
め
ま
し
た
。

　
入
居
者
数
は
、
３
月
末
15
名
満
室
で
し
た
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）「
寿
郷
」

　
入
居
者
の
高
齢
化
及
び
身
体
機
能
低
下
が
進
む
な
か
で
、
健
康
で
明
る
く
安

全
で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
「
個
別
性
」
を
重
視
し
た
自
立
支
援
相

談
援
助
活
動
の
強
化
、
ま
た
仲
間
同
士
の
親
睦
を
図
る
た
め
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
支
援
活
動
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

  

利
用
者
数
は
、
三
月
末
現
在
15
名
で
す
。

訪
問
介
護
事
業
所

　
住
み
慣
れ
た
家
で
生
活
し
た
い
と
願
う
高
齢
者
及
び
介
護
す
る
ご
家
族
の
思

い
や
現
状
を
把
握
し
、
自
宅
で
幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、

利
用
者
自
身
で
出
来
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
促
し
の
声
を
掛
け
見
守
り
な
が
ら

自
立
に
向
け
た
支
援
に
も
努
め
ま
し
た
。

　
27
年
度
利
用
者
の
月
平
均
人
数
は
、
22
・
５
名
で
す
。
介
護
認
定
者
の
他
、

軽
度
生
活
支
援
（
市
サ
ー
ビ
ス
）
の
方
々
が
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

居
宅
介
護
事
業
所

　
今
年
度
は
在
宅
に
て
認
知
症
状
の
進
行
や
身
体
レ
ベ
ル
低
下
な
ど
で
介
護
申

請
に
至
っ
た
方
に
加
え
、
入
院
さ
れ
た
方
が
早
い
段
階(

早
い
方
で
入
院
翌
日)

か
ら
病
院
側
か
ら
の
勧
め
に
よ
り
介
護
申
請
さ
れ
た
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

新
規
の
契
約
者
は
26
件
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
数
は
６
３
３
件
と
昨
年
に
比
較
す
る
と

契
約
・
プ
ラ
ン
数
共
に
若
干
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
担
当
ケ
ー
ス
の
８
～
９
割
の
方
の
主
治
医
で
あ
っ
た
皆
瀬
診
療
所
医
師
が
３

月
末
で
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
、
通
院
以
外
で
も
定
期
や
緊
急
時
に
訪
問
診
療

を
受
け
て
い
た
方
も
多
く
、
皆
さ
ん
か
ら
不
安
の
声
が
沢
山
聞
か
れ
ま
し
た
。

幸
い
に
も
４
月
か
ら
新
体
制
と
な
っ
て
皆
瀬
診
療
所
が
ス
タ
ー
ト
し
、
訪
問
診

療
し
て
下
さ
る
先
生
方
も
決
ま
り
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
年
度
は
、
皆
瀬
診
療
所
を
初
め
、
新
し
く
主
治
医
と
な
ら
れ
た
医
療
機
関

と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
、
介
護
支
援
専
門
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
出
来
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　

  

皆
瀬
地
域
は
、
少
子
高
齢
化
は
勿
論
、
そ
の
影
響
か
ら
高
齢
者
世
帯
、
親
子

世
帯
、
日
中
一
人
、
そ
し
て
認
知
症
の
方
を
抱
え
る
家
族
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、皆
瀬
支
所
、サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
連
携
に
よ
り
、

早
期
対
応
と
解
決
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
介
護
の
悩
み
を
抱
え
て

い
て
も
相
談
に
至
ら
な
い
方
々
へ
の
介
入
も
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
湯

沢
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
事
業
は
例
年
通
り
の
推
移
で
し
た
。
基
本
事
業
と
し
て
、

皆
瀬
地
区
の
地
域
ケ
ア
会
議
と
湯
沢
市
の
地
域
推
進
ケ
ア
会
議
で
地
域
が
抱
え

る
問
題
の
共
有
化
、
事
例
検
討
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
の
場
と
し
て
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
理
解
と
し
て
、
皆
瀬
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
や
地
元
企
業
の

皆
さ
ん
に
「
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。
認
知
症
家
族
の
会
「
さ

さ
え
愛
懇
談
会
」
で
、
介
護
者
が
介
護
す
る
上
で
抱
え
て
い
る
問
題
や
悩
み
な

ど
生
の
声
を
伺
い
、
各
事
業
所
へ
そ
の
ま
ま
伝
え
理
解
し
て
貰
う
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
在
宅
支
援
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

外
出
支
援
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
、高
齢
者
の
医
療
機
関
等
へ
の
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
平
成
27
年
度
利
用
者
数
14
名
で
年
間
延
べ
利
用
回
数
は

18
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
瀬
保
育
園
・
児
童
ク
ラ
ブ

　
保
育
内
容
を
組
織
的
・
計
画
的
に
構
築
し
着
実
に
実
施
し
ま
し
た
。園
児
数
は
、

年
度
末
在
籍
者
59
人
で
す
。
今
後
、
減
少
傾
向
に
転
じ
、
少
子
化
は
深
刻
な
課

題
で
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
ふ
れ
あ
い
の
里

  

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
、
７
月
１
日
で
１
周
年
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
住
民
や
児
童
ク

ラ
ブ
の
子
供
達
と
の
避
難
訓
練
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
子
供
達
と
の
交
流
の

機
会
も
広
が
り
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
楽
し
み
に
さ
れ
る
方
が
増
え
た
１
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め
て
畑
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
入
居
者
様

と
一
緒
に
14
種
類
の
野
菜
を
育
て
、
生
き
が
い
や
収
穫
の
喜
び
を
得
る
事
も
で

き
ま
し
た
。

  

今
後
も
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
個
々
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
心
掛
け
、
安

心
安
全
な
施
設
と
し
て
入
居
者
様
や
御
家
族
・
地
域
の
方
々
に
も
信
頼
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事業報告　並び決算報告平成27年度平成27年度
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収
支
計
算
書

事業報告　並び決算報告平成27年度平成27年度

事
業
活
動
計
算
書

貸
借
対
照
表

財
産
目
録

区　　　分 法人合計
（単位 : 千円）

特　　養 軽　　費 保　育　園 ふれあい

サ
ー
ビ
ス

活

動

収 益 513,638 344,585 15,060 62,588 91,405

費 用 507,089 325,682 18,272 62,605 100,530

増 減 差 額 6,549 18,903 △ 3,212 △ 17 △ 9,125

サ
ー
ビ
ス

活

動

外

収 益 2,179 1,135 1 962 81

費 用 1,293 335 958

増 減 差 額 886 800 1 4 81

経 常 増 減 差 額 7,435 19,703 △ 3,211 △ 13 △ 9,044

特
別
増
減

収 益 106,221 103,010 3,211 0

費 用 106,220 3,210 0 0 103,010

増 減 差 額 1 99,800 3,211 0 △ 103,010

当期活動増減差額 7,436 119,503 0 △ 13 △ 112,054

繰
越
活
動
増
減
差
額

前期繰越活動増減差額 646,152 214,732 2,932 108 428,380

当期末繰越活動増減差額 653,588 334,235 2,932 95 316,326

その他の積立金取崩額 0

その他の積立金積立額 133,000 133,000

次期繰越活動増減差額 520,588 201,235 2,932 95 316,326

資　産　の　部 負　債　の　部

流 動 資 産 241,272

流 動 負 債 32,475

固 定 負 債 62,026

負 債 の 部 合 計 94,501

純　資　産　の　部

固 定 資 産 980,867

基 本 金 10,000

国庫補助金等特別積立金 463,680

そ の 他 の 積 立 金 133,370

次期繰越活動収支差額 520,588

純 資 産 の 部 合 計 1,127,638

資産の部合計 1,222,139 負債及び純資産の部合計 1,222,139

資産・負債の内訳 金額

Ⅰ　資　産　の　部

　　１　流動資産 241,272

　　２　固定資産 980,867

資産の部合計 1,222,139

Ⅱ　負　債　の　部

　　１　流動負債 32,475

　　２　固定負債 62,026

負債の部合計 94,501

差引純資産 1,127,638

区　　　分 法人合計
（単位 : 千円）

特 養 拠 点 軽 費 拠 点 保育園拠点 ふれあい拠点

事
業
活
動

収

支

収 入 515,816 345,720 15,060 63,550 91,486

支 出 474,184 317,639 18,116 62,834 75,595

収 支 差 額 41,632 28,081 △ 3,056 716 15,891
施
設
整
備
等

収 入 0 0 0 0 0

支 出 5,991 5,311 0 0 680

収 支 差 額 △ 5,991 △ 5,311 0 0 △ 680

そ

の

他

の

活

動

収 入 106,221 103,010 3,211 0

支 出 245,945 140,837 156 716 104,236

収 支 差 額 △ 139,724 △ 37,827 3,055 △ 716 △ 104,236

当期資金収支差額合計 △ 104,083 △ 15,057 △ 1 0 △ 89,025

前期末支払資金残高 312,880 197,984 2,932 0 111,964

当期末支払資金残高 208,797 182,927 2,931 0 22,939

（単位 : 千円）（単位 : 千円）
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基
本
方
針

◦ 

利
用
者
の
身
体
的
、
精
神
的
健

康
の
向
上
に
努
め
る
。

◦ 

利
用
者
の
個
性
を
重
ん
じ
な
が  

ら
、
適
切
な
援
助
及
び
介
護
を

行
う
と
と
も
に
、
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

◦ 

事
業
経
営
の
透
明
性
を
確
保
す

る
。

◦ 

地
域
の
高
齢
者
福
祉
・
児
童
福

祉
の
向
上
の
た
め
、
地
域
と
の

連
携
、
協
働
の
構
築
を
図
る
。

◦ 

地
域
に
根
ざ
し
た
き
め
細
や
か

な
福
祉
の
育
成
に
貢
献
す
る
。

運
営
方
針

◦ 

人
間
愛
に
満
ち
た
健
全
な
施
設

環
境
整
備
を
図
る
。

◦ 

利
用
者
の
尊
厳
を
保
持
し
、
利

用
者
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て

楽
し
く
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う

に
努
め
る
。

◦ 

福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
使
命
を

自
覚
し
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
な
が
ら
住
民
と
の
一
体
感
あ

る
施
設
づ
く
り
に
努
め
る
。

◦ 

常
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
研
修
等
を
通
じ
て
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
。

重
点
目
標

◦
法
人
の
施
設
運
営
・
経
営
を
健
全

で
安
定
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

中
期
長
期
計
画
を
策
定
し
実
施

す
る
。
社
会
福
祉
法
人
制
度
改

革
に
向
け
情
報
収
集
に
努
め
、

対
応
し
地
域
に
根
ざ
し
た
法
人

と
し
て
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

◦
利
用
者
の
人
権
と
権
利
を
擁
護

し
、
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

個
々
に
即
し
た
日
常
生
活
を
送

れ
る
よ
う
個
別
ケ
ア
の
充
実
を

図
る
。

◦
職
員
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
や

資
格
取
得
を
奨
励
し
人
材
育
成

と
資
質
向
上
を
図
る
。
職
員
の

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
の
た

め
、
行
動
計
画
に
沿
っ
た
対
応

を
し
て
い
く
。

◦
感
染
症
予
防
対
策
を
継
続
し
、
利

用
者
等
の
安
全
・
安
心
の
体
制

づ
く
り
に
努
め
る
。

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
実
習
等
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域
社

会
と
の
連
携
・
協
動
の
相
乗
性

を
図
る
。

◦
高
品
質
な
保
育
園
の
充
実
、
強
化

拡
大
を
図
る
。

平成28年度  一般会計収支予算
（事業活動による収支）

シャイントピア
348,561 千円（68％）

ケアハウス
14,843 千円
（3％）

皆瀬保育園
65,096 千円
（13％）

ふれあいの里
84,000 千円
（16％）

総支出
502,796千円
シャイントピア

337,213 千円（67％）
ケアハウス
18,914 千円
（4％）

皆瀬保育園
64,349 千円
（13％）

ふれあいの里
82,320 千円
（16％）

総収入
512,500千円

事業計画並び予算平成28年度平成28年度

事
業
計
画
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今日も元気な歌っこが聞こえてきます。
湯っこに入りに、みんなと話っこしにデイサービスにきませんか。

花見ドライブ

作品作り

お菓子作り

真人公園、愛宕公園
など花見ドライブに
出かけました。お天気
にも恵まれ、最高のド
ライブとなりました。

この日は桜もちを
作りました。ピン
クのきれいな桜も
ちができました。

毎月変わるデイサービ
ス廊下の壁画。こちら
は最新版です。きれい
なバラが咲いています。
次も製作中の様です。

居宅・在宅介護支援センターだより

1．認知症サポーター養成講座の開催

地域で認知症の方を支えていくためには皆
さんの理解と協力が必要です。
養成講座を受講し
サポーターになってみ
ませんか？

2．家族介護者教室・交流会の開催

　在宅介護されているご家族等を対象とし
て教室・交流会を年２回予定しています。

●入院中で退院後の事が心配！
●冬期間の生活が不安
●デイサービスやヘルパーを利用したい
　　その他心配ごとがありましたら

⬇

⬇
相談内容に応じ専門機関へ
連絡調整を行います。

・医療機関
・行政機関
・サービス提供機関
・居宅介護支援事業所　ケアマネジャー

【お問い合わせは】シャイントピアみなせ内　☎　５８－４００４
担当　在宅介護支援センター　阿部
　　　居宅介護支援事業所　　伊藤　まで

こんな時どうすればいいの？ 在宅介護支援センターの今年の事業紹介

？

？ ？

？

在宅介護支援センターへ相談
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　平成２８年４月１日から「シャイントイピアみなせ」「ふれあいの里」の嘱託医が変わりました。

 新 湯沢内科循環器科クリニック  院長　山本　久先生
  　　　　　どうぞよろしくお願い致します。

 旧 皆瀬診療所　所長　品川利夫先生
  　　　　　長い間お世話になりました。 ありがとうございました。

4月24日 ２月３日

5月8日・15日 4月27日

春が来たなぁ～

あたたかくなって
気持ちいいなぁ

山の新緑や皆瀬ダムを
見ながらドライブしました。

６月８日

きれいなけしきの中で

天気
も

良く
てい
がっ
た～

食べるアイスは
うめなぁ～

嘱託医変更の
お知らせ

豆まき豆まき日なたぼっこ日なたぼっこ

お花見お花見新緑ドライブ新緑ドライブ

チャレンジデーチャレンジデー吉田光秋さん  来所吉田光秋さん  来所

迫力に　　
びっくり

今年も施設の桜がきれいな
花を咲かせ楽しませてくれました。

５月２５日
皆さんで、楽しくがんばりました。長野県から歌のボランティアに来ていただき

ました。
素晴らしい音響とステキな歌声が、コンサート
のようでご利用者さんの笑顔が最高でした。

シャイントピアの赤鬼・青鬼登場
ほれ、

　　早ぐ…
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シャイントピアの赤鬼・青鬼登場
ほれ、

　　早ぐ…

ケアハウス通信
◀お花紙とモールを
使った作品づくりを
しています。

花見昼食会

花見ドライブ

今回は豪華にお寿司
をとって食べました。
大好評でした♥

4月
19 日　前森公園＆愛宕公園へ
20日　真人公園＆梨ノ木公園へ行きました !!

28
年
度
月
別
予
定

４
月	

花
見
ド
ラ
イ
ブ

５
月	

外
出
会

６
月	

老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会

７
月	

外
出
会

８
月	

夏
祭
り
・
夕
涼
み
会

９
月	

敬
老
会

10
月	

小
学
生
と
の
交
流
会

11
月	

外
食
会

12
月	

ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会

	

も
ち
つ
き
会

１
月	

新
年
会

２
月	

豆
ま
き
茶
話
会

３
月	

婦
人
会
と
の
交
流
会

	

懇
談
会
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2月
節分

4月
花見

6月
山菜

3月
ひな祭

4月 29日に、菅生集落の方 と々観桜会を行ないまし
た。生憎の雨と寒さで地域交流スペース（施設内）と
なりましたが、地域と施設の交流が図れ大変楽しかっ
たです。これからも宜しくお願いします。

職員が取ってきた貴重なタケノコを頂き、皮
むきをして天ぷらにしていただきました。

２児の
母頑張ってます

鬼を
見て
大笑
い

入居者
「立派だご

ど～」

今年も
奇麗でした

毎年楽しみ
に

しています

児童「こんた大きな見だごどね」　　　と感激してました

湯沢市の方より寄贈

集落のお母様方
に

試食してもらい
ました。

子供達の帰りを

　　　　　待っ
てます

「ただいま～」
「お帰り」元気な声がこだまします。

今年は何が
育つのか…

　　　　　
楽しみです

入居者様と何を育てるか決め、
苗や種を一緒に買いに行きました。

チャレン
ジデー

湯沢市の勝利のために
一生懸命汗を流しました。
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こんにちは！ でーす。

・野菜をいっぱい食べてね。
・塩分はやっぱり控えめ。

健康寿命を目指しましょう！！
・バランスの摂れた食事を！
・適度な運動の持続を心掛、若いうちか
ら健康に気をつけて！
・30分以上のウォーキング

旬の野菜が
豊富になりました。

フレッシュな1年
生

　　　がんばる
ぞ!!ォ～

46名が登録して
います。

みんなでバトミ
ントン♪

ありがとう♥

お母さん

山菜 !?
買いにきてけれ～

清々しい風の中お店屋さんをオー
プンしたり広場を走り回り遊んで
います。

大型絵本の読み聞かせ中、湯沢図書
館の移動図書を利用してます。

世界に 1 つだけのプレ
ゼントを作りました。
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こんにちは！

元気いっぱい！

笑顔
いっぱい！

毎月行われている交通安全指導。5月は皆瀬駐在所のおまわりさん
に来園してもらい交通ルールについてお話してもらいました。

5・２６ 5.18水

5.20

5.25

5.27

みんなで守ろう！交通安全★

毎月、第３水曜日はお弁当の日です。お家の方に作ってもらったお弁当は最高！
子ども達がと～っても楽しみにしている行事の一つです☆「いつもありがとう♡」

おいし～い♡おべんとうデー♥

毎月、行なわれているお誕生会。自分が主役になれる日を楽しみにしています。
嬉しさのあまりテンションが上がっちゃいます。

おたんじょうかい～また一つ大きくなったよ！

地域の方々と一緒にチャレンジデーに参加しました。
とっても良い運動になりました。

チャレンジデー・２０１６

恒例の親子遠足。今年も秋田ふるさと村に行って来ました。
親子やお友だちと沢山遊んで、
楽しい思い出ができました♡

たのしかったよ！親子遠足！

水

木

金 金
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調理員
介護員募集

※募集内容等問い合せは
　シャイントピア事務所

☎58-4004まで

地域の福祉拠点として働き
がいのある職場です。
一緒に働いて
みませんか？
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一 日 施 設 長

　
今
年
は
雪
解
け
も
早
く
、

シ
ャ
イ
ン
ト
ピ
ア
周
辺
は
さ

わ
や
か
な
新
緑
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
年
も
夏
祭
り
に

向
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
委
員
一

同
頑
張
っ
て
い
ま
す
！ 

是
非

遊
び
に
来
て
た
ん
せ
♪

　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
会

1．日　時
　　平成２8 年　３月１1日（金）午前９時〜午後２時

2．一日施設長
　　人権擁護委員　阿　部　裕　子　様

3．感想・意見一覧

 私ごとですが、昨年、両親に介護が必要になり、市役

所やケアマネージャーの方々と関わった事もあり、今回

の説明で更に理解を深めることができました。このよう

な機会を与えていただき、また教えていただきありがと

うございました。

  今まで、新しい施設であれば良い施設だと思っていま

したが、近くにこんな良

い施設がある事を知り、

ふれあいの里も見せてい

ただきましたが、いずれ

は自分も入りたいなと思

いました。

（
平
28
年
２
月
〜
５
月
）

  

・
髙
　
橋
　
行
　
雄
　
様

  

・
佐
　
藤
　
秀
　
一
　
様

  

・
兼
　
子
　
真
理
子
　
様

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　５月のある日、皆瀬川上流
部にぜんまい取りに行った職
員が撮った写真です。帰りに、
視線を感じ前方を見ると、あ
おしし ( カモシカ ) さんに見
られていました。

今回号の表紙

　今日は３月１１日と東日本大震災から丸５年というこ

とで、同じようなことが起きた時、健康な方であればい

いのですが、自分だけ逃げるわけにもいかず、介護が必

要な利用者の方々を逃がさなければいけないという事を

思いながら、スタッフの皆さんは難儀であろうと感じま

した。

　新しい施設が増える中で、ある施設ではスタッフの入

れ替わりが激しく、利用者として、家族としては落ち

着かない事だと思います。今回、スタッフの方の難儀さ

を、TVで知る以上に身近に感じることができました。

　大変な仕事であると同時に必要とされる仕事でもあ

り、利用者はもちろんですが、その方々を支えるスタッ

フの皆さんには健康に留意して、少しでも長く携わって

いただきたいなと思いました。

　今回は、この機会をいただいての訪問となりました

が、是非、今度はもう一歩違う形で関わりたいと思って

います。

＊お話いただいた内容を抜粋し、まとめさせていただきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設長

１７:３０～１７:３０～

第20回 みなせ福祉会
たくさんの方の
ご来場を

お待ちしております

8/6土

「食中毒発生防止対策期間」
にご協力ください

　梅雨の時期に入りましたが、みなせ福祉会では、
食中毒の発生ピークである梅雨時期から初秋ま
での間を「食中毒発生防止対策期間」とし、対
策の強化を図っています。
　面会などのため施設にいらっしゃる際には、下
記の点にご協力くださいますようお願いします。

・事務所前に設置している洗面所で手洗い・うが
い等を行ってください

・体調不良の方はなるべく面会をお控えください
・面会の際の食品の差し入れはご遠慮ください
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